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【要 約】








た。さらに、ユングの意識の 「発展 ・分化」の様子に関する考えをもとにして 「視点の深化の過程」とは円環的な
軌跡を辿る過程であろう考え、この過程をに新たな一段階を加えて再定義した。
1.は じめに
人がそれまでとは違 った視点 を得て、そこか らも事象 を眺めることができるようになるとい うこと、つ
まり自分の心の中に両極的な二つの考えを抱 くようになるにはどのような過程があるのだろ うか。筆者は、
その ように自分自身の内面 により深 く関わってい くなかで両極的 な考 えを抱 くようになる過程 を 「視点の
深化の過程」 として捉 えた。そ して、 ヒルマ ン(訳 書 童997)の「見抜 く(seeingIhrough)」という四段階
にわたる一連の過程Pを 参考 にして、 日常的 にも起 こりうるであろうと思われる視点の深化 の過程 を想
定 し、それ を重症心身障害児を育てる母親の体験 の中に見いだそ うと試みた(石 川2㎜)。 また、重症
心 身障害児の母親の視点の深化の過程を押 し進めることになった 「障害を持った子 ども」 という存在にも
注目し、特に子 どもを育てることを通 じて両極的な二つの考 えを抱 くようになった四事例 を取 り上げて考
察 した(石 川2001>。そ こでは、二つの神話を紹介 し、そこにみられる 「障害を持 った子 ども」像か ら、
障害を持った子 どもというのは 「不完全であるため嫌われる存在であるが一方でその中で完全性を成就す
るという神聖な存在」 とい う両極的な特性 を有 している存在ではないか、 ということを論 じている。
しか しなが ら視点が深化 し、その行 きつ く先が 「両極的な二つの考 えを抱 く」状態であるならば、その
後においてその状態を自分 自身の中に抱 えて生 きて行 くというのは、どのようなことなのであろ うか、 と
い う疑問が生 じて くる。そこで、本研究では重症心身障害児の母親のインタビュー調査 から、ある事象が
生 じ様 々な経験 を重ねていった後 も結局 はそれ以前 に抱いていた考えにそれほど変化はなかった と語 られ
た一事例の 「視点の深化の過程」 を取 り上げ、 さらにユ ングの理論 を用いながら論 じることによって、先
の疑問に対する回答 を試み ようと思 う。
2.視点の深化についての調査の概要
(の重症 心身 障害 を持 つ子 ども を育て る母親 の視点の 深化 についての仮説
先述 した ように、筆者は ヒルマ ンの 「見抜 く(seeingthrough)」とい う過程 をもとに重症心身障害を も
つ子 どもを育てる母親に生 じて来るであろう視点の深化の過程 を以下のように想定 した。
1考 え方が変わるようなある出来事が生 じる
まず、今 まで抱いていた考 えと異なった考えが生 じて くるためには、その きっかけとなる出来事の存
在が不可欠である。そこで、まず最初 の段階 として、母親がそれ まで抱 いていた考 え方とは異なった考
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えが後に生 じて くるきっかけとなる出来事 を示すこととした。
Hそ の出来事がきっかけとなって以前とは違 う考 えが生 じて くる
前段 階の 「1」であげられた出来事 を通 じて、母親に生 じてきた考えを示すこととした。 また、この
段 階で示 される考 えは、それまでの もの とおよそ対極的な考えであ り、これまで抱いていた考えよりも
正 しいのではないか と母親が感 じるような考 えである。
m以 前 とは違 う考えが さらに発展する
母親が 「H」で生 じてきた考えを抱 き続ける中で、 さらにその考 えが発展 してゆき、母親 自身のその
後の生活に より密着 した ものになっている考 えを示すこととした。
IVIが 生 じる以前の考えとそれ とは違 う考 えの両方が併存する
1が生 じる以前の考 えと1皿で生 じて きた考えは、両極的なものであろうと想定 される。そ して、辱この
段階では、これら両極的な考えが母親の心の中にともに存在 している状態 を示すこととした。
この ような四段階 を想定 し面接調査 を行 った。
(2)調査 ・分析 の概 要
面接調査は重心障害児 を育ててい る母親六名を対象に平成11年6月～9月にかけて行われ、半構造化面接
法が用い られた。面接時間は約60～120分、面接の内容 は承諾 を得た上で録音 を した。面接 においては、
重症心身障害 を持った子 どもが生 まれた時か ら今 までにどの ような出来事があったか、その間に母親が ど
の ようなことを考えたのか、またはどの ように考 えが変わっていったのか、 ということを中心にかな り自
由にお話 していただ く方針をとった。その中で 「それまでは～と思 っていたのに、それか らは…と思 うよ
うになった」 とい う話が出てきたときに、その考 えの内容、その変化が生 じた時期、 きっかけなどについ
て詳 しく聞 くことにした。また、現在はどの ような考 えを抱いて生活 を送っているのかということも聞 く
ことにした。
インタビューの内容は全て書 き起 こされ、 ヒルマ ンの 「見抜 く過程」 を参考 にして筆者が想定 した重症
心身障害児を育てる母親の視点の深化の過程 「1、H、 皿、IV」の4段階 をもととして分析 された。分析
方法としては、書 き起こされたインタビューの中で 「それまでは～ と思っていたのに、それか らは…と思
うようになった」 とい う内容 に注 目し、その変化が生 じる きっかけとなった事象(1)、 その事象が生 じ
る以前の考 え(1以 前の考え)、その事象が生 じた後の考 え(H)を まず抽出 した。その後、事象が生 じ
た後の考 えを抱 きなが ら生活 していった結果、その考えがどのように発展 していったのか、ということが
話 されている内容 佃)を 抽出 し、 さらに現在 において抱いても皿で抽出 された考えと1以 前の考えとの
両方の考 えが存在 しているという内容(IV)を抽出 した。その後、改めて抽出 された内容がそれぞれ1～
IV段階に相当するのか検討 した。
3.事 例
面接調査の対象 となった母親は6名の中で筆者が前項で想定 した重症心身障害児 を育てる母親の視点の
深化の過程の 「1、H、 皿、IV」の四段 階の過程 を示 しているのが四名であった。 また、「1、H、1皿」
まで示 されて 「IV」はまだ示 されていない という、いわば三段階で とどまっていると思われるのが一名、
「1、n」 までは明確に示 されているものの、その後の様々な経験 を通 じて、それ まで抱 いていた考えと
対極的な考 えを自分 のものとして抱 くことは最終的には出来ない と語っているのが一名であった。
四段階 と三段階の過程 を示 している事例 については他論 で扱 っているので特 に取 り上げることはせず
に、ここでは、「1、H」 までは明確に示 されている事例を取 り上げて論 じてい こうと思 う。
事例Fさ ん
①家族構成
夫…55歳Fさ ん∴・51歳長女…27歳 次女…24歳 長男f(本児)…19歳
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②概要
出産後すぐに子 どもだけが他 の病院へ と転院 させ られて しまった り、担当医らのFさんへの対応 に何 と
な く不 自然 さを感 じていたが、子 どもが障害を持って生まれた とい うことは予想 もしてなかった とい う。
Fさんは退 院後、夫からまだ入院中のf君 の状態を聞いてとて もシ ョックを受 け、入院 しているf君 の様
子を見に行けないほどであった。
小学校入学 まで、 日中はず っと家でFさんが一人で面倒 を見 ていた。小学校 入学の際 に、教育委員会の
方の勧めもあってとりあえず養護学校の訪問クラス を希望 し入学 したが、やはりf君 にとっては通学 した
方が刺激 もあって良いのではないかと感 じて訪問クラスか ら通級 クラスへの変更 を希望する。 しか し、 こ
の変更がなかなか認めてもらえず、最終的に変更が認められたのは中学3年生の時であ り、結局1年間だけ
しか学校に通学がで きなかった。卒業後は作業所に1年間通い、翌年か らはデイ ・サー ビスに通 うことと
なる。
③ 母親の視点が深化 してい く様子(イ ンタビューの内容 より)
「学校に行 くまでは、本当に、家の中だけで。…公園に連れて行 った りっていうことはで きなかった
ですね。やっぱ り子どもって正直だか ら、ちょっと変 わっている子がいると振 り返ったり、 どう したの
って言 った り。別に、悪気 じゃな くて、純粋な気持 ちで、あれどうしたのかなっていう感 じなんですけ
どね。で も、そういうのが とってもこたえたんですよね」。「やっぱ り、障害がないほうがいいってい う
か…。 よく、障害者の親 ってい うか、家族 っていうか、そういう人は健康な人 よりも…何ていうんだろ
う…障害者で も良いんだってい うんじゃないけど、…障害者だか らという引け目がないっていう…本来
はそ うい う風に段々としていかなければならないんで しょうけど、いや、私はそこはで きない…やっぱ
り障害者 よりは、元気な方がずっといい し、で きれば、う一ん、 どっちか といえば人目には晒さないっ
てい うか。…で も、少 しそういう考 えが取れて きたのは、一番上の娘が青年の主張でfの ことを書いて、
結構いいところまで(=入 選)い っちゃったんで。だから、その時に、じゃあ、本当に自分 のところだ
けで対処するん じゃなくて、他の人にお世話になるところはお世話になっていこうかなって感 じになっ
て。それまでは、いろんな福祉サービスは、全然、一切受けていなかったんですね。医療費 も重症の子
だと無料なんですけど、その手帳もうけていなかったんですよね。で も、 まあ、障害者手帳 もきちんと
判定を受けてとって、医療費 もできればお世話になって、そ うい う風 に して、お世話 になるところはお
世話になっていいかなって。小学校に入って しばらくしてから、その手続 きをとって。それで、その時
から割 とお散歩 に出た り、まあ、そ うい うこともで きるようになった とい うか。それと学校 もこの時期
いろんなところに連れていって くれたか ら、そういうの もあったんです よね」。「今はね、気持 ち的に全
然楽ですね。fが デイ ・サービスに行っている間は安心 していろんなことがで きるってい うのがありま
すからね。…私なんか、もっと早 く障害をもった子 どものお母 さんに出会えていた ら、また全然違 って
いたんだろうなって思 う。一緒にいろんなことをした り、そうい うことをする'ことで、解決 されるって
い うか、気持 ちが楽になるってい うか。…それとね、 きょうだいをもってい るとね、やっぱ りそっちの
子に期待で きるっていうか、そういう逃げ道があるような感 じがするんですよね」。
Fさんは外 に出ると特別な目で見 られて しまうことをとても辛 く感 じてお り、福祉のサービスにおいて
も、できるだけ援助 を受けず に生活 していこうと思 っていた。 しか し、障害を持つf君 に対する思いを綴
った長女の文章が入賞 した り、小学校の先生が遠足 などに連れ出 してくれた りした こと(1)を きっかけ
として、Fさん自身、または家族が全部f君 の世話をするのではな く、ある程度世間から援助 を受けて も
いいかな、と思 うようになったという(H)。f君 との生活 を通 じて、色々と気付けたことはあるものの、
はや り現在においても、できれば健康な方がいいと思 うし、引け目もある し、できれば人目に さらした く
ないと言 う気持ちを以前ほど強 くない ものの抱いているのは確 かであると語っている。
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4.考 察
Fさんは面接調査 において、ある事象が生 じ様 々な経験 を重ねていった後 も結局はそれ以前に抱いてい
た考 えに大 きな変化はなかった と語っている。 しか しなが ら、 この ことはFさんの視点が全 く動かなか っ
たとい うことを示 しているのであろうか。
Fさんは、自分 自身や家族が全部f君 の面倒 をみていかねばならない とい う考えを抱いていた。 しか し、
障害 を持つf君 に対する思いを綴 った長女の作文が入選 した り、小学校の先生が遠足に連れて出 して くれ
るなどの事象が きっかけ となって(1)、 そのような頑 なな考えに変化が見 られ、ある程度は世間から援
助 を受けて も良いのではないか、 と思い始 めるようになる(H)。 その後、他の障害 を持つ方々、その家
族 との交流 を始めた り、f君 をデイ ・サー ビスに通 わせて、Fさんは自分が 自由に使 える時間を持 つよう
になる等 と変化 してい き、時 には もっと早 く仲 間と出会えていた ら、Fさん自身 もう少 し精神的 に楽な
日々を送れていたか も知れない、 と感 じる こともある と言っている。 このことか ら、それ まで とはおよそ
対極的な考えを抱 いていること、つまり視点が動いていることは分かる。 しか しなが ら、Fさんは障害 を
持つ子 どもを育てる母親に対 して 「障害者でも良いんだ(中 略)… 障害者だからとい う引け目がない」 と
いうような考えを抱 くようになるだろうと世 間の人たちが期待 していることや障害児の親の会などにおい
てそのような考えを抱 く親が大多数であることに触れて 「本来は段 々とそういう風 にしていかなければい
けないんで しょうけど(中 略)私 には(そ れは)で きない」 と言 っている。確かにFさんは子 どもとの19
年間の生活 を通 じて、学校 をはじめとする周囲の支えや障害 を持 っている子 どもの母親たちとの交流 によ
って色 々な経験 をした り学んだことも多かったが、基本的には 「障害者よ りは元気(健 常)な 方がずっと
いい」 という思いを変えることはで きない とい う考えを抱いている。そのため、一見す ると視点がそれほ
ど深化 していないようにも見 える。 しか しなが ら、Fさんの抱いているこの考えは、 自分 自身の中に二つ
の両極的な考 え、つ まり 「(ある程度は世間から)お 世話 になって もいい」、「引け目が ない」、「散歩 に出
る(こ とができる)」という考えと 「障害者よ りは元気(健 常)な 方がずっといい」、「どち らか といえば
人 目に晒 さない(晒 した くない)」という考えが存在することを認めた上で、最終的に後者の考え方 を支
持 している と語っているように感 じられ、それはFさんの視点が深化す ることに よって改めて得た考 えで
あるように感 じられる。言いかえれば、視点が深化 し本来抱いていた考 え方 とは対極的 な考 え方 を見いだ
した上で、改めて本来の考え方を自らが選んで支持 しているということである。
インタビューにおいてFさんは、ある事象が生 じ様 々な経験を重ねていった後 も結局 はそれ以前に抱 い
ていた考えに大 きな変化はなかったと語っている。確かに、 皿の状態は明確 に語 られてはいないもののH
で見出された考 えが抑圧 された結果 として最終的 に以前に抱いていた考 えを支持 しているのではなく、IV
の状態が示 された上で以前に抱いていた考えを支持 しているのである。つま り、Fさんの視点は 「1→H
→(皿)→IV」 と深化 した後 に、さらに 「以前抱いていた考えを支持する」 とい う動 きがあったといえる
のではないかと考 える。
このように視点が深化 してい く過程 において二つの考えを見出 し、それか らさらに自分で考えを選択 し
てい くとい うこととは、一体 どういうことなのであろうか。特 にFさんの ように、最終的 に選 んで支持 し
ている考えが世間から期待 されている考え とは対極的な考 え、つ まり世間一般的な価値尺度 をもって判断
すれば社会的に好 ましくない考えである場合、そのような態度で生きてい くとい うことはどの ような意味
があるのであろ うか。この ような生 き方にを考 えるにあた り、 まず次項において、ユ ングのw5'oη5にお
ける"WINTERTERMV.17Feb皿aly1932"で論 じられているアクテ ィヴ ・イマジネーション2}によるマ
テリアル(イ マジネーシ ョンのこと。ユ ングに したが って以下 「ヴィジ ョン」 と表記)を 取 り上 げたい と
思 う。
5.「意識的で成熟 した観点」をもって 「自分自身の運命を意 図的、意識的に受け入れる」女性像
"WINTERTERMV.17February1932"において、ユ ングらはある女性患者(以 下 「イマ ジナー」 と表
記)に よって報告 された一連のヴィジ ョンを取 り上げて、その内容が象徴的に意味することなどを議論 を
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している。それらのヴィジ ョンのうちの一つに、イマ ジナーが聖堂のなかで礫に されている 「キリス ト」
とその母 「マリア」 と対話することを通 じて、イマジナー自身のあるが ままの生 き方を意識的に受け入れ
ていく様子が描かれているものがある。そのヴィジョンの内容は以下のようである。
私 は大聖堂にいた。十字架 には暗いキリス トが架かっているのが見 え、その十字架の下でキ リス トの
母親が泣 きなが ら脆いていた。私は彼女に尋ねた。「悲 しみの聖母 よ、何故泣いているのですか?」。彼
女はこう答 えた。「こうなる前に、彼は私 と一緒にいたのです。今や、彼は十字架の上に引 き上 げられ
ています。私たちの間で何かが、壊れて しまった」。私 は彼女の手 を取 り、そ こか ら連れ去って言った。
「あなたは一人で立つのが怖いのですか?」。私 たちは死にゆ くキ リス トの正面に一緒に立ち、キリス ト
は私 たちの方に顔 を向け、私た ちを見つめた。そして彼は言 った。「ああ、私を創 ったあなた達二人の
女性 よ、 さあ、私 を見 なさい。あなた達 は私をただ十字架に架けるためだけに創ったのですか?」。私
はキリス トにこう答えた。「ええ、そうよ、私は子宮から苦 しみ を生み出すの。私は、再び私の体であ
なたを創るで しょうし、再 びあなたは礫 にされるで しょうね」。キ リス トはこの言葉を聞いて、 目を閉
じた。そ して、顔 をそむけた。すると、キ リス トの母は大声で泣 き叫んで言 った。「そんな言葉、あな
たに言わせない」。彼女は、私 を威嚇 しながら立っている大群衆 を呼 び入れた。私 は顔をベールで覆い、
そ して教会の外に出た。怒 った群衆は 「お前は、誰 も話 してはならないことを話 して しまった」 と叫ん
だ。私は街の曲が りくねった道を進みついには川岸 までやって きた。私はそこに脆 き、そ して顔 を覆っ
ていたベールを上げて顔を水で洗った。一匹の 白鳥が私の方 に近づいてきた。籠の中に生 まれたばか り
の赤ちゃんがいるのが見えた。(Jung,V制 ㎝5)
この ヴィジョンに関 して、ユ ングらは様 々な観点から議論 を しているが、ここでは特 にイマジナーとマ
リアの立場の違い、キ リス トの抱 える二つの側面、そ してイマジナーが自分 の在 り方を公言 したというこ
とについて論 じているところを扱 ってい きたい。
まず最初に、このヴ ィジ ョンに登場 している二人の女性 について見ていこうと思 う。確か にどちらも
「キリス トを創 った」存在 であ り 「子 どもを産 んだ女性」である。 しか し彼女たちが主張 している考 えは
全 くと言っていいほど違 っている。この ことはイマジナーのヴィジ ョンにおいて、 イマ ジナーはキリス ト
を 「十字架に架けるためだけに創 った」 と言い、マ リアはそのようなことを 「あなたには言 わせ ない」 と
言っていることからも明 らかである。 この違いについてユ ングは以下の ように述べ ている。
マ りアは、ただ十字架に架けるためだけにキリス トをこの世に産んだということを知 りたくないので
す。彼女は幸せで うま くい く人生を願って彼を産んだのであ り、決 してこのような悲惨な死を想定 して
いたのではなかったのです。マリアとは対照的 に、女性患者はキリス トを苦 しみのために産んだのであ
り、 もし今度産 むとして も再び十字架に架けるためであろう、と言い ます。(Jung,V観oηs)
そ してこの違いについて、「女性患者の方がマ リアよりもはるかに意識的である」 ということをユング
は指摘 している。
この世の苦 しみは、母親が子 どもをもつ という事実 を通 じて存続 させ られます。つまり、子 どもをも
つ女性 は皆、 この世の苦 しみを存続させるのです。「私はこの世の苦 しみのためにこの子 を産 むのです」
と言 うことは、 とて も意識的で成熟 した観点なのです。 しか しなが ら女性は、健康で、 うま くいき、幸
せ になると肯定的に考 えて、子 どもを産むのです。どの母親 も、自分 の子 どもの人生が 自分の人生 より
も幸せであるように と願 うものです。それなので、マ リアは もし自分の子 どもが不幸な運命 に出会った
ら、 まるで起こってはな らない ことが起 こったかのように、 とりわけ悲 しいことだと受け取るような、
とて も無意識的で、原始的な女性であるのです。なるほど、母親 というのは誰で もそ うで しょうが。
(Jung,W5fo塑5)
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確かに、母親が生 まれて くる子 どもの幸せ を願い、そ してそれ を通 じて母親 としての自分の幸せ を感 じ
たいと思うのは当然である。 しか し常 にその考えのみを抱 き続 けることは、このヴィジ ョンにおけるマ リ
アのように 「とて も無意識的で、原始的な」状態 にとどまっているとい うことである。一方 イマジナーの
ように 「とて も意識的で成熟 した観点」 をもっている母親 というのは、産 まれて くる子 どもはこの世の苦
しみを引き受 ける運命にもあるとい うことや、子 どもを産むことはこの世の苦 しみを引き受 けさせるため
で もある、という考 えを抱いているとい うことである。 しか し、 このような 「とても意識的で成熟 した観
点」を持 った女性が子 どもを産むとき、彼女自身は何 も引 き受 けないのか、というと決 してそうではない。
そのような観点 を持った母親 において も、当然産 まれて くる子 どもの幸せ を願 う気持ちは抱いているので
ある。それだからこそ、産まれて くる子がこの世の幸せでだけではな くこの世の悲 しみを引き受ける運命
にある、ということを知 った上で子 どもを産むという苦 しみを自ら進んで引 き受けていることになるので
ある。
ヴィジ ョンにおける二人の女性 はこの ような立場にいるのであるが、その二人を母 として生まれ、正面
で礫刑になっているキ リス トとは どの ような立場 にいるのであろうか。
ユ ングは、キリス トが象徴することについて多 くの見解 を述べているが、このヴィジ ョンの議論におい
ては 「意図的な意識を持 って死へ と向か う人、つ まり物事はあるがままでなければならない し、人は自分
個人の苦 しみを受け入れなければならないという、明 らかに意識的なヴィジ ョンを持 って死へと向かう人
の象徴」であると述べ ている。つ まり、キリス トは、 自らの生 き様 を 「礫刑」 とい う究極な手段で集約的
にそ して象徴的に示すことによって、その姿 を正面で見 ている人の心に埋 もれている 「礫刑」に通 じる生
き方 を意識化 させ る役割 を担っているのである。それゆえに、キ リス トとは人に心の中に埋 もれている矛
盾や対立のある 「自分 自身の運命 を意図的にそ して意識的に受け入れる」生 き方を引 き受けさせる力 をも
った存在 なのである。そ して、人がその生 き方 を引き受けられた とき十字架 に架けられたキリス トは象徴
としてその人の心の中に生 きることになるのである。
イマジナーのヴ ィジ ョンにおいて、イマジナーとキリス トの関係 はその ような ものであったように感 じ
られる。それは、 イマジナーが礫に されたキ リス トの正面で 「『私は子宮から苦 しみ を産んだわ。私 は、
再び私の体であなたを創るで しょうし、再 びあなたは礫に されるで しょうね』」 とい う発言を している こ
とから推測できる。 しか しながら、このヴィジ ョンにおけるキリス トはこのようなキリス トの性格 とは少
し異なる側面 も併せ持 っているようである。なぜなら、キリス トはイマジナーの心の中の 「礫刑」である
部分 を意識化 させたにもかかわらず、それが成 された瞬間にキ リス トはマ リアの 「無意識的で、原始的な」
もの と結びついて しまったか らである。このことは、イマジナーの 「『私は子宮から…』」という言葉 にキ
リス トが 「顔 をそむけ」、マ リアが 「あなたにそんなことはいわせ ない」 と言っていることから推測 され
る。ユ ングによると、このようなキリス トの側面は 「中世」 に広 く信 じられてお り、その時代 ではキリス
トは絶対的な 「救済者」 として考えられ、キリス トの人生は 「絶対 に比類のないもの、聖なる神秘」 とし
て扱われていた、 という。
このように考 えると、この ヴィジョンにおけるキリス トは、「自分 自身の運命 を意図的にそして意識 的
に受け入れる」生 き方を引 き受けた存在であ りそれ を人 に引 き受け させる存在であると同時に、絶対的な
「救済者」、「絶対 に比類のない もの、聖なる神秘」である存在であるといえよう。それゆえにキ リス トの
抱 える二つの側面 とい うものはマ リアとイマジナーの二人を母親としているからこそ生 じて きているもの
であるが、 しか し一方で、その ような統合されていない二つの在 り方 を抱 えた存在であるということが正
面にいる女性二人をよりその人ら しく対峙 させていることに もなってい る。
その結果、キリス トにおける後者の側面 とともに生 きるマ リアは、教 会の中に残 り無意識的で集合的な
環境の中で群衆 とともにキリス トによる絶対的 な 「救済」を全 く受身的に信 じている人といえ.よう。一方、
キ リス トの前者の側面 とともに生 きるイマジナーは、いわば 「自分自身の運命 を意図的にそ して意識的 に
受け入れ、 自分のあるが ままを受け入れる」生 き方をする人 といえる。なぜなら、ヴィジョンにおいてイ
マジナーは、子 どもを産むということに関 して自分 の胸の内に生 じて きた矛盾 し対立 している考 えを自分
自身の中で意識化 して終わるのではな く、マ リアや群衆が まだ意識化 していないその考 えを、彼 らに対 し
て言 えばどうなるかを 「直観的に」ではあるが感 じなが らそれを言い、その発言に責任 をもって行動 して
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いるからである。 このイマジナーの生 き方は、本来のキ リス トと同 じような ものであ り、その ような意味
において 「もう一人のキリス ト自身」 とみなせ る、とユ ングは言っている。
しかしなが ら、一般的 に 「とても意識的で成熟 した観点」を持って物事の真理を見極めた人 というのは、
集合的な道徳的価値判断に理 由もなく従 うような 「無意識的で原始的な」人々にとっては脅威的な存在で
ある。それが、彼 らにとって、ユ ングのいう 「普遍的な影(悪)」 に相当するような内容であればなお さ
らのことであろう。ヴィジョンの中で もイマジナーの発言は群衆 らの怒 りをかい、彼女は 「ベールで顔を
隠 して」教会を出て行 くが、それは当然の成 りゆきである。
最後 に 「生 まれたばか りの子 ども」が登場するが、おそらくこの子 どもはイマジナーが 「自分 自身の運
命 を意図的にそ して意識的に受け入れる」 ことによって生まれて きた子 どもであ り、「礫刑」 となる運命
を背負 って生 まれてきた子 どもである。そこでは、彼女 とい う存在が、生まれて くる子の幸せを願いつつ
も 「礫刑」 という悲運をたどる子どもを産むという 「とても意識的で成熟 した観点」 を持 った母親である
と同時に、「自分 自身の運命を意図的にそ して意識的 に受 け入れる」 とい う子 ども(本 来のキリス ト)で
もあることが明示 されている。
このヴィジ ョンによって、「意識的で成熟 した観点」を もって 「自分 自身の運命 を意図的、意識的に受
け入れる」女性の在 り方がイマジナーによって象徴 的に示 されているのであるが、次項ではこの概念 を手
がか りとして、もう一度Fさんの視点の深化について考 えてみたい。
6.Fさんにおける視点の深化の過程について
ここでは、改めてFさん とその子 どもf君 との関係 について論 じていこうと思う。
Fさんがf君 との生活を通 じて得た考えは、 もともと抱 いていた考 えに通 じる ものであるためにその視
点がそれほど深化 していないようにも見えるが、そうではな くて視点が深化 し本来抱いていた考え方 とは
対極的な考 え方を見いだした上で、改めて自らが選んで支持 した考えであろうということは、本論第4項
で述べた。 このことを前項で扱った概念を用いて示す と、様 々な経験を通 じて視点が深化 していくことに
よってFさんは 「意識的で成熟 した観点」 を得て、そ してそれをもって 「障害者よりは元気(健 常)な 方
がずっといい」 とい う考えを支持 しているといえ よう。 しか しながらFさんにおいて も 「意識的で成熟 し
た観点」 を得 るだけでな く、それをもって自分 らしく生 きるということ、つまり 「自分自身の運命 を意図
的にそ して意識的 に受 け入れ」て生 きようとする側面が窺われる。それは、Fさんの 「…障害者で も良い
んだっていうんじゃないけど、…障害者だか らという引け目がないっていう…本来はそ うい う風に段々と
していかなければならないんで しょうけ ど、いや、私はそこはできない」 と、言いに くそうに言葉 を選び
なが らではあるが、 どこか確信 を持 って話 していた様子から感 じられるのである。
ある事象に関 して、様 々な経験 を経 て意識的に自らが選択 した考えが、「善 悪」 という一般的な道徳的
判断によると 「悪」に通 じるような考え方である場合、その考えを意識的に選択する際にはその人の内面
に葛藤が生 じるだけではな く、外界において も大 きな対決が必要となって くる。そのことは、前節で取 り
上げたヴィジ ョンにおいてイマジナーが一般的 な道徳的判断によって受け入れ られない とされている考 え
を自分で引 き受けて生 きる際にその考えを公にした結果群衆 を怒らせ、イマジナーは顔をベールで覆って
教会 を出て行 っている、 とい う様子か らも窺える。一見するとその人が無意識 的で原始的 な状態であるた
めに 「悪」 に通 じる ような考えを支持 しているように感 じられる。 しか しなが ら、その考 えを意識的に選
択するということは葛藤や対決 を経て自らの考えを選んでいるのであ り、この点では前者 とは全 くと言 っ
ていいほ ど異なる状態であるといえよう。
同様 に考えると、Fさんの 「…本来 はそ うい う(障 害者で もいいんだ、障害者だからという引け 目がな
い、 とい う)風 に段 々としていかなければならないんで しょうけど」 という発言からは、障害 を持つ子 ど
もを育てる母親 は、様々な過程 を経た後 に最終的には 「障害者で もいいんだ、障害者だか らという引け目
がない」 とい う考えを持つに至ることが、集合的、無意識的な流れ として社会か ら求められている傾 向が
強い ように感 じられる。なぜ ならば、社会における多 くの母親にとって、障害 を持つ子どもを育てる母親
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というのは数々の苦悩 を乗 り越えて子 どもと伴 に幸せ を手 に入れたとても立派な母親であって欲 しいか ら
である。ユ ングの言 うように、ほとんどの母親というのは自分の子 どもが幸せな人生を歩んで欲 しいと心
か ら願っているのであ り、不幸な運命 に出会 うことは決 してあってはならないことだと捉 えているのであ
る。それゆえに、自分 の子どもが幸せな人生だけではな く不幸な運命をも生 きていると意識的に捉 えてい
る母親 を目の前に した ときに、多 くの母親は 自分の子 どもも多かれ少なかれ不幸 な運命 を生 きることにな
るということを認識 して しまうのが怖いのである。また、障害児 を育てる親の会などにおいても 「(自分
の子 どもは)障 害者で もいいんだ、障害者だからとい う引け目がない」 という考 えを最終的に持つように
なることのみに焦点が当てられてお り、その考 えを各々が強 く抱 くことによって親の会は一体感 を強めて
いるところがあるので はないか と推測 される。そのため、「(自分の子 どもが)障 害者よ りは元気(健 常)
な方がず っといい」 とい う考えは、親たちの一体感 を損 なうような道徳的に 「悪」に通 じる考 えとされが
ちであ り、その考 えは 「言 ってはいけないこと」であ り、その ような発言をする母親は無意識的で原始的
である と捉 えられた りするのではないかと考 えられるのである。
その為 に、一般的な見方か らすれば、様 々な過程 を経た後 にFさんの ような考 えを意識的 に選択 して公
に 「言う」ことはとて も勇気がいることであり、社会において もなかなか受け入れられないことであろう。
この ように考 える と、Fさんの苦 しみというのは、先述 したような 「社会か ら求め られている」障害 をも
つ子 どもの母親像 と、 自分で意識的に選択 した 「自分らしい、あ りのままの」障害をもつ子 どもの母親像
との間で も生 じてい ると感 じられる。 しか しなが ら、Fさんが少 な くとも筆者 という 「他者」に対 して
「…障害者でも良いんだっていうん じゃないけ ど、…障害者だか らとい う引け目がないってい う…本来は
そういう風 に段々 としていかなければならないんで しょうけど、いや、私はそこはで きない」 と言 ったこ
とは、Fさんが社会か ら求め られている 「障害 をもつ子 どもの母親像」 だけを生 きることがで きない自分
を認識 し、さらにそれ を自分の胸の内だけに とどめてお くのではなく 「自分 自身の運命 を意図的にそ して
意識的に受け入れ」て 自分 らしく生 きていこうとしている姿勢 を表明 している、とも受け取れよう。
このように、イ ンタビュー調査 を通 じてFさんが明示 したことは、視点が深化 してい くことによって行
きついた考 えを 「意識的で成熟 した観点」を もって眺めそれを抱 きなが ら生 きてい くということ、つま り
「自分 自身の運命を意図的 にそ して意識的に受け入れ」て生 きようとしているとい うことであったので は
ないかと考 えられるのである。
7.視点の深化の過程について
これまで筆者は、ある事象に関 して視点が 「深化(deepening)」してい くということを以前 とは違った
考 えが自分自身の中に存在 していることに気付いてい く過程であると想定 して論 を進めてきた。 しか しな
が ら、ここで多少修正する必要があるように感 じられる。そこで本項では、この過程 についてユ ングの理
論 を用いなが ら改めて考 えて直 してい きたい と思 う。
ユ ング(訳 書1997)は、意識が 「発展(Entw孟cklung)・分化」 してい くと 「意識 にとってはさらに脅
威的である矛盾対立を認識するに至 る」 と述べてお り、さらにこの ことは 「ほかならない自我の礫刑を意
味す る。すなわち統合で きない対立物 のあいだに自我は宙吊 りされて悶え苦 しむのである。」 と論 じてい
る。つまり、それ まで当然だ と思っていた ような考えや特に理由もな く信 じ込 んでいた事柄に関 して、何
らかの きっかけによってそこに意識が向けられ、さらにそれが発展 ・分化 してい くと、その結果 として自
分 自身の中の対立する両極的な考えを見出すことになるということである。そ して、見出された これら二
つのものは等価的であるが故に意識の中心である 「自我」は葛藤状態に陥いるのである。この 「自我の葛
藤状態」においては、理由な くどちらか一方を選 んで(そ の結果 として、相対的に他方は抑圧 されるので
あるが)そ の状態 に終止符 を打つのではなく、その葛藤状態 を意識的に引 き受けること、つま り自分 自身
の中に対立 した ものがあると意識化することが重要なのである。その結果、葛藤状態の真 っ只中に留 まっ
た り巻 き込まれた りすることが避けられ、二つの対立 した ものの存在を意識 した上でどちらかを選ぶ、つ
まり一方を含んだ他方 を選ぶということにな り、その ような意味において、どちらで もない 「第三の もの」
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を選択するということに至るのである。 このことをユングは 「対立物の統合」 と言 っているが、これは葛
藤状態がな くなったということを意味するのではなく、 自分 自身の中に葛藤 を抱えることができるような
った状態、意識的 にその葛藤 を抱 えながら生 きてい くことがで きるという状態 を示 している。すなわち、
自らの生 に対 して、新 しい責任 を背負 うことを意味 しているのである。
また、ユ ングは意識が 「発展(Entwicklung)・分化」 してい く様子 を、「螺旋」状でなおかつ徐 々に中
心に向かっていく軌跡を辿ると論 じている3)。これは、ある一連の過程が一回 く周)限 りではな く、何 回
(周)も繰 り返 されることを意味 している。それゆえに、一つの過程がその一連の過程 を経 て見出 した終
着点は、一見すると出発点と同 じ地点 に見えるが、実はそれよりも中心 に近い地点 にいる という状態 を意
味 し、 さらには次の新たなるプロセスの出発点に もいる、ということを示 している。
これ らのことをまとめると、意識が発展 ・分化 してい くと自分 自身の中の対立する考えを見 出し、その
考 えの間で葛藤が生 じて くるが、それを意識化 した上で両方が統合 された考 えを支持する、 という一連 の
過程 を経た後 に、また何 らかのことをきっかけに して、そこか ら再び新たなる葛藤の認識へ と意識が向か
ってゆ く、という円環的な過程になろう。












となる。 ここで新たに付 け加 えた 「V」の段階は、一連の過程 の終着点でもあると同時に次の新たなる過
程への出発点で もある。そのため、「V」の段階 に至 った状態において何 らカ}のきっかけが生 じれば再 び
円環的な一連の過程 を辿 ることになるのであるが、その過程はそれ以前 よりもより 「中心に近い」 ところ
の軌跡 となると考えられるのである。
8.最 後に
本研究においては、 これ まで筆者が想定 していた 「視点の深化の過程」 にさらなる概念 を加 えて、 この
過程が、「一回限 り」 ではな く 「繰 り返 される」過程、つま り中心 に向かって螺旋状の軌跡 を辿 り続ける
過程であると定義 し直 した。今後は、この 「視点の深化の過程」の現れ方 について、 さらなる文献研究や
事例研究 を行い、 この過程に関 してより詳細な検討を行っていきたい と思っている。
<注>
1)ヒ ル マ ンは 「見 抜 く(seeingthrough)」とい う語 を 、 目 の前 に現 れ てい る物 事 や 問題 を その ま ま受 け 取 る の で
はな く、何 らか の(そ の時 の その 人 な りの)様 式 で 考 え 、 眺 め た りす る こ と を く り返 す こ とに よっ て 、 さ ら に
深 い 意味 へ と 「内 的 に探 求」 す る こ とだ とい う意 味 で 用 い て い る。 そ して この 「見抜 く」 とい う過 程 を一 連 の
四 段 階 、「① 乙理 学 的 契 機(psychologlcalmomenε)があ る段 階 ②`理 学 化 が 自 ら を正 当 化 す る(jus重iHesitself)
段 階 ③ 今 こ こに あ る 問題 、 目 の前 の現 象 に物 語(namtive)が与 え られ る段 階 ④ 見抜 く(seeingthrough)
ため の道 具 と して観 念 を もち い る段 階 」(ヒルマ ン 訳 書,1997,272貢)にま とめ て い る。 これ らの 段 階 に つ いて 、
ヒル マ ンは 「見抜 く」 ため に は どれ も欠 かせ ない こ とを強 調 して い る。
2)分 析心 理 学 派 の 分 析 に お い て用 い られ て い る技 法 。 老松(2000)によ る と、 この技 法 は 「無 意 識 か ら立 ち現 れ
て くる さま ざ ま な イメ ー ジ を相 手 に 、 自我 が直 接 的 な接触 を持 とう とす る」 もの で あ り、 具 体 的 に は 、夢 に出
て きた重 要 な人 物 や ふ と意 識 に浮 か び 上 が っ て き た人 な い し物 の イ メ ー ジ を相 手 に対 話 や や りと りを試 み 、 そ
れ を全 て記 録 す る とい う方法 であ る 。
3)Jung,C。G.1997."SPRINGTERMW.lJunel932"inVf5fon5:notesoftheseminargivenin1930-1934byC.G.
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JungeditedbyDoug垂as,C.PrincetonUniversityPress,pp.705-723.
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